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与謝野晶子通信

晶子フォーラム2023のお知らせ

私
が
短
歌
と
い
う

も
の
に
初
め
て
出

合
っ
た
の
は
小
学

校
三
年
の
時
。
少

女
雑
誌
の
付
録
の
便

箋
の
表
紙
に
舞
妓
さ
ん

が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
絵
に
添
え
ら
れ
て

い
た
の
が
こ
の
歌
で
、
奇
し
く
も
そ
れ
は
晶

子
の
歌
で
し
た
。も
ち
ろ
ん
意
味
も
よ
く
わ

か
ら
ず
覚
え
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
私
は

短
歌
と
晶
子
に
同
時
に
出
会
っ
た
わ
け
で
、

こ
れ
が
現
在
に
至
る
私
の
短
歌
人
生
と
晶

子
心
酔
の
原
点
と
言
え
ま
す
。

与
謝
野
晶
子
倶
楽
部
創
設
時
に
は
早
速

入
会
し
、
そ
の
後
運
営
委
員
と
し
て
微
力
な

が
ら
活
動
に
協
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

こ
の
度
、
思
い
が
け
な
く
副
会
長
の
任
に
就

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
晶
子
の
生
き
方
や
業

績
を
も
っ
と
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

の
情
報
発
信
や
顕
彰
活
動
を
、
太
田
登
会
長

の
も
と
、
皆
様
と
共
に
進
め
て
い
き
た
い
と

心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。ど
う
ぞ
ご
協
力

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

与
謝
野
晶
子
倶
楽
部
副
会
長　

小
西　

美
根
子

組織拡充部会

第
3
回
大
会
に
は
、令
和
4
年
6
月
1
日
〜
9
月
9
日
の
間
に
、全
国
の
高
校
か
ら
過
去
最
多

と
な
る
1
1
9
0
1
首
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。堺
歌
人
ク
ラ
ブ
小
西
美
根
子
氏
、
勺
禰
子

氏
に
よ
る
１
次
選
考
、
今
野
寿
美
氏
に
よ
る
2
次
選
考
に
よ
り
、
入
賞
12
名
、
入
選
77
名
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

〇
表
彰
式

大
賞
受
賞

の
関
西
大

倉
高
等
学

校
登
川
千

鈴
さ
ん
を

は
じ
め
入

賞
者
等
6

名
の
出
席

が
あ
り
、

そ
の
ご
家

族
・
関
係

者
が
見
守
る
な
か
、
表
彰
式
が
執
り
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

〇
選
評
会
・
講
演
会

選
評
会
で
は
、
選
者
の
今
野
寿
美
氏
か
ら
、

受
賞
作
一
首
ご
と
に
丁
寧
な
選
評
が
あ

り
、ま
た
講
演
会
で
は
、「
い
ま
読
む『
君
死

に
た
ま
ふ
こ
と

な
か
れ
』」
を

テ
ー
マ
に
晶
子

が
貫
い
た
平
和

へ
の
想
い
を
お

話
し
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

令
和
5
年
1
月
21
日（
土
）
さ
か
い
利
晶
の
杜
・
茶
室

大
賞

君
く
れ
た
手
紙
に
書
か
れ
た
文
字
心
友

誤
字
じ
ゃ
な
い
っ
て
感
じ
た
あ
の
日

登
川

千
鈴（
関
西
大
倉
高
等
学
校
）

与
謝
野
晶
子
倶
楽
部
賞

桃
の
身
を
傷
つ
け
る
よ
う
剥
く
友
の

心
は
き
っ
と
荒
野
の
よ
う
だ

松
井

宏
志
郎（
東
海
高
等
学
校
）

堺
歌
人
ク
ラ
ブ
賞

授
業
中
サ
ボ
っ
て
屋
上
行
っ
て
い
た

そ
ん
な
話
は
漫
画
の
中
だ
け

小
阪

美
結（
初
芝
富
田
林
高
等
学
校
）

さ
か
い
利
晶
の
杜
賞

騒
ぐ
血
を
河
内
音
頭
に
乗
せ
ま
し
て

祖
父
母
と
踊
る
高
一
の
夏

阪
口

慶
樹（
清
風
高
等
学
校
）

堺
市
長
賞

笑
う
君
コ
ロ
イ
ド
実
験
大
失
敗

半
透
膜
は
僕
と
君
の
距
離

野
中

大
治（
愛
媛
県
立
松
山
南
高
等
学
校
）

堺
市
教
育
長
賞

真
っ
白
な
キ
ャ
ン
バ
ス
に
描
く
下
書
き
を

未
来
の
僕
は
は
み
出
せ
る
の
か

脇　

龍
志（
関
西
大
倉
高
等
学
校
）

大
阪
府
立
泉
陽
高
等
学
校
賞

褒
め
ら
れ
て
素
直
に
な
れ
ず
は
ぐ
ら
か
す

褒
め
ら
れ
て
る
の
に
胸
が
苦
し
い

髙
木

も
も（
京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校
）

選
者
賞

ラ
ブ
レ
タ
ー
想
い
は
便
箋
五
枚
分
常
用

漢
字
は
約
２
０
０
０
文
字

髙
田

時（
京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校
）

最
優
秀
校
賞
：
関
西
大
倉
高
等
学
校

そ
の
他
の
、
入
賞
・
入
選
作
品
は
選
歌
集
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
）に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

倶楽部からのお知らせ

編集後記
第３号になる晶子通

信にも、たくさんのご

投稿ありがとうござい

ました。皆様の心の中

に在る「晶子物語」を全

国の晶子ファンへ共有

していただけたことに

感謝いたします。

おめでとうございます！
当倶楽部たつみ都志副会長が、令和４年度「兵庫県文化賞」を受賞されました。
長年にわたる谷崎関係建造物の保存運動に加えて、倶楽部にも尽力くださるたつみ副会長。倶楽部
運営においても常に新しい発言で倶楽部を引っ張ってくださる大きな存在です。

与謝野晶子倶楽部事務局 〒590-0078 大阪府堺市堺区南瓦町3番1号堺市文化課内
TEL:072-228-7143　FAX:072-228-8174　MAIL：info@yosanoakiko-club.com　HP：http://www.yosanoakiko-club.com問合せ先

令和5年度秋の文学踏査は宇治方面、新
装された源氏物語ミュージアムほかを
見学します。
震災で現代語訳原稿を焼失した晶子
は、「新々訳源氏」に取り組みました。
晶子源氏に描かれた宇治をイメージ
しながら楽しみましょう。

コロナ感染があり、計画していた泉陽高
校の同窓会の方々を中心にした依頼活
動はできなかったのでそれも含めて効
果的に広報活動を見直し、積極的に続け
ていく。堺市以外の組織拡充委員も含め
て各自が知人、友人、講演会等で参加し
た方への呼びかけは今までとおり続け
ていく。

与謝野晶子記念館の運営
に関する調整等を行って
おります「さかい利晶の
杜運営調整部会」に今年
度所属させていただき、
堺市文化課や図書館、観
光ボランティア協会と共
に与謝野晶子の普及に努
めたいと思います。

機関誌の第22号は、表紙
を一新し、晶子倶楽部設
立25周年/晶子没後80
年記念号として発行しま
した。来年度の第23号
は、関東大震災100年と
晶子の関連を特集予定で
す。『晶子の歌碑めぐり』
も改訂しました。

城本　多鶴子企画・普及部会

調査研究部会
令和4年度は、秋の企画展
「与謝野晶子の温泉紀行」
に専念しました。共同研
究では、晶子の堺時代に
関する評論や随想をテー
マにしています。来年度
は関東大震災100年に関
連した企画展を検討して
います。

松永　直子

太田　登 編集部会 太田　登 運営調整会議 岸　典子

晶子フォーラム2023
～関東大震災100年と晶子～

（主催：与謝野晶子倶楽部　共催：さかい利晶の杜）
日　時：令和5年5月27日（土）14:30～16:30
会　場：堺市総合福祉会館　大ホール
参加費：一般1,000円、 与謝野晶子倶楽部会員

500円、学生無料
内　容：第1部　合唱 14:30～15:00

（出演：泉陽高校音楽部、ヴォーチェ・コン・カ
ローレ、Chor.Draft、コールいづみ）
第2部　講演　15:15～16:30
講師：松村由利子（歌人・「かりん」編集委員）
講演テーマ「大正時代における与謝野晶子」
晶子がメディアで最も活躍したのは大正時代であ
る。大正デモクラシーの中で晶子の捉えた「民主主
義」、また髙島屋の顧問となりファッションに関
わったことなど、時代と共にあった晶子の活躍ぶり
を追う。

同日、総会・交流会も開催の予定

ギャラリー展「アートで彩る晶子の姿」
会　期：令和5年5月23日（火）～ 6月4日（日）の

13日間
華道は5月27日（土）～28日（日）

会　場：さかい利晶の杜 2階企画展示室半室、1階
茶室　ほか

内　容：晶子倶楽部会員による・絵画・書道・文芸
作品・華道の展示

観覧料：一般300円、高校生200円、中学生以下無料
（専用ハガキをお持ちの方は無料）

◆その他行事予定
「晶子入門講座」「短歌を楽しむセミナー（４回連続講座）」9月～12月にかけて開催
・文学踏査　令和5年10月18日（水）開催予定
・第4回 さかい与謝野晶子青春の短歌大会　令和5年6月1日（木）募集開始
詳しくは、4月以降「与謝野晶子倶楽部」または「さかい利晶の杜」のホームページを
ご覧ください。

・投稿していただいた方に、抽選で晶子グッズをプレゼント
します。
・晶子グッズ、関連書籍の販売、倶楽部入会のご案内
一筆箋などの晶子グッズ、機関誌、歌碑
巡りなどの書籍の販売をしておりま
す。　商品詳細はホームページをご覧
ください。
倶楽部ご入会につきましては、事務局
までお問合せください。

各部会からの活動報告とお知らせ

「与謝野寛・晶子の末娘が紡ぐ父母の想い出」
森 藤子著　2018年発行
六女藤子さんが語る、父寛・母晶子の姿。今年度の倶楽部事業テーマである、関東
大震災当時の様子や、貴重な家族写真もあり必見の一冊です。在庫稀少です。

「堺市内版 与謝野晶子歌碑・
文学碑めぐり」
堺市内にある歌碑・文
学碑２７基の最新情報
を掲載
2023年3月発行

▲今野寿美氏　小西美根子氏　勺禰子氏

授賞式の様子

「啄木我を愛する歌
-発想と表現-」
太田 登著
『一握の砂』の鑑賞・評訳を
新たな視座で再検討！

与
謝
野
晶
子
倶
楽
部
は
全
国
の
晶
子
研
究
者
や
歌
人
、
愛
好

者
な
ど
で
、
平
成
9
年
に
堺
市
で
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
堺
に
生

ま
れ
た
与
謝
野
晶
子
の
業
績
・
生
き
方
に
つ
い
て
広
く
市
内
外

に
発
信
し
、
与
謝
野
晶
子
の
顕
彰
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
か
い
利
晶
の
杜
を
中
心
に
、
晶
子
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
晶
子
入
門

講
座
、
短
歌
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
分
か
り
や
す
い
講
座
を
開
催
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

与
謝
野
晶
子
倶
楽
部
紹
介

表
彰
式
・
選
評
会
・
講
演
会

受
賞
作
品
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

投稿募集!「あなたの晶子物語」を教えてください。
全国の会員の皆様からの投稿をお待ちしております。

●新刊情報

●倶楽部グッズ紹介

谷崎研究を始めて、そろそろ半世紀。最初は谷崎文学の女性像に興味を抱いたのです。だって谷崎作
品の女に自分を重ねたら、めちゃくちゃ気持ちいいでしょう。男が崇めてくれるわけですから（笑）
そのうち、関西在住の研究者として、もっと大事なことがある、と気づいたのです。
そう！谷崎文学と家の関係です。以来ずっとそのことに研究者人生を賭けてきました。谷崎の関
西での住居40数ヶ所の中でも、特に3つの家を後世に残したい、と。今回そのことが評価されたこ
とが何より嬉しかったです。2つは確実に残せた。でも阪神淡路大震災で全壊した鎖瀾閣の復元
があと一歩のところで妨げられて15年。今はせめて資料だけでも後世に残そうと余生をかけ
ています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たつみ都志

夏
ま
つ
り
よ
き
帯
む
す
び
舞
姫
に
似
し
や
を

思
ふ
日
の
う
れ
し
さ
よ

し
ん
ゆ
う

副
会
長
就
任
挨
拶

事務局だより

文化学院蔵

与謝野晶子通信　第 3 号　編集・発行：与謝野晶子倶楽部　運営委員会

さ
か
い
与
謝
野
晶
子

青
春
の
短
歌
大
会

第3 回

潮の遠鳴り潮潮潮潮潮潮 遠鳴遠鳴遠鳴遠鳴遠鳴遠鳴
与謝野晶子通信 第3号

与謝野晶子倶楽部　2023年3月発行　年1回発行
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投
稿
の
コ
ー
ナ
ー　

さ
か
い
利
晶
の
杜
ニ
ュ
ー
ス

ひ
と
り
ご
と
・
・
・
。

堺
市　

和
田　

武
子

　

泉
陽
高
校
を
卒
業
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
室
に
と
じ
こ
も
り
、気

が
つ
け
ば
90
歳
！
何
と
早
い
人
生
―
。あ
の
世
の
方
が
近
い
事

に
気
づ
く
毎
日
、絵
を
か
い
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

1
9
3
2
年（
昭
和
7
年
）大
阪
府
生
ま
れ
。1
9
5
4
年
パ

リ
の
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
フ
ァ

ト
、
ジ
ャ
ン
・
デ
セ
ー
に
よ
り
大
賞
を
受
け
服
飾
界
に
進
み
、

大
阪
万
博
に
て
カ
メ
ラ
の
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム

デ
ザ
イ
ン
、帝
人
の
カ
ン
カ
ン
・
ド
レ
ス
等
を
手
が
け
ま
し
た
。

以
後
、
心
斎
橋
デ
ザ
イ
ン
画
教
室
、
コ
ー
ワ
意
匠
室
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
、「
武
」ブ
ラ
ン
ド
の
店
を
オ
ー
プ
ン
。1
9
9
9
年
大
阪

郵
便
局
よ
り
年
賀
ハ
ガ
キ「
舞
洲
よ
り
生
駒
山
望
む
」を
描
き
、

そ
の
年
に
M
B
S
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
個
展
を
開
催
、日
本
画
の

世
界
展
・
京
都
櫻
楓
会
展
・
国
際
京
美
会
個
点
に
も
出
品
。毎

年
、堺
出
身
の
与
謝
野
晶
子
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
出
展
し
晶
子
の

顔
を
追
求
し
続
け
て
い
ま
す
。丸
善
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
個
展
開

催
、
独
自
の
動
く
日
本
画
と
と
も
に
女
の
顔
を
描
き
続
け
、
飽

く
な
き
好
奇
心
で
女
の
顔
と
い
う
テ
ー
マ
を
追
求
し
、和
紙
に

化
粧
を
続
け
る
事
を
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。世
界

芸
術
家
辞
典
に
、
ピ
カ
ソ
や
マ
テ
ィ

ス
と
一
緒
に
晶
子
さ
ん
の
絵
と
共

に
載
っ
た
こ
と
は
あ
の
世
に
行
っ

て
も
残
る
こ
と
。晶
子
さ
ん
の
堺
女

学
校
の
最
後
の
後
輩
と
し
て
う
れ

し
い
こ
と
か
な
…
。

中
山
梟
庵
の
晶
子
へ
の
歌

大
阪
市　

宮
本　

正
章

晶
子
様
に

黒
髪
の
乱
れ
し
時
ゆ
鏡
に
て
物
思
ふ
人
は
か
く
や
と
ぞ
見
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梟
庵

私
は
今
、
自
分
の
本
来
の
目
的
で
あ
る
医
学
修
業
を
枚
擲
し

て
、
詩
歌
の
世
界
に
惑
溺
し
て
い
ま
す
。私
が
医
師
に
な
る
の

を
ひ
た
す
ら
待
っ
て
い
る
美
作
の
老
父
が
哀
れ
で
、鏡
に
写
し

た
自
分
の
顔
を
見
つ
つ
泣
い
て
い
ま
す
。晶
子
様
、
貴
方
も
懊

悩
の
あ
ま
り
黒
髪
が
は
ら
は
ら
と
乱
れ
る
よ
う
な
折
は
、手
鏡

を
見
つ
つ
慟
哭
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。こ
ん
な
意
か
。こ
の

歌
が
詠
ま
れ
た
頃
の
晶
子
の
悩
み
は
鉄
幹
へ
の
思
慕
で
は
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。彼
へ
の
愛
情
が
燃
え
立
っ
た
の
は
、
河
野

鉄
南
へ
「
む
か
し
の
兄
様
さ
ら
ば
」（
明
治
33
年
9
月
30
日
書

簡
）の
頃
で
あ
り
、
こ
の
歌
が『
よ
し
あ
し
草
』に
発
表
さ
れ
た

明
治
33
年
1
月
頃
は
、煮
え
き
ら
ぬ
鉄
南
へ
の
思
い
に
苦
し
む

頃
で
あ
っ
た
と
思
う
。こ
の
作
品
に
は
梟
庵
に
秘
め
た
る
恋
が

う
か
が
え
る
。

『
白
桜
忌
』の
着
実
な
歩
み

吹
田
市　

川
内　

通
生

昭
和
57
年
に『
白
桜
忌
』を
発
足
さ
せ
た
、
我
々
の
発
起
人
会

に
は
与
謝
野
晶
子
の
高
名
な
研
究
家
、学
者
、大
学
教
授
、芸
術

家
、郷
土
史
家
等
、錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー
が
名
を
連
ね
て
い
た
。

覚
応
寺
で
の
忌
当
日
に
は
、
毎
回
、
記
念
講
演
を
担
当
す
る
こ

と
と
な
り
、そ
の
後
、回
を
重
ね
て
は
、各
地
の
晶
子
関
係
の
研

究
家
諸
氏
が
講
師
を
つ
と
め
、マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
も
注
目
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
毎
回
、
多
く
の
参
列
者
の
参
加
が
実
現
で

き
て
い
っ
た
の
は
、ま
さ
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
言
え

よ
う
。

そ
ん
な
中
、
唯
一
、
研
究
家
で
も
学
者
で
も
な
い
、
い
わ
ば
一

晶
子
フ
ァ
ン
に
過
ぎ
な
い
、
こ
の
私
が
、
発
起
人
会
の
席
上
で

諸
氏
か
ら
講
師
に
推
さ
れ
た
の
は
、
ま
さ
に
青
天
の
霹
靂
で

あ
っ
た
。自
分
の
拙
い
立
場
を
わ
き
ま
え
、当
然
、固
辞
し
た
私

で
あ
っ
た
が
、
蔭
で
、
あ
の
河
野
正
伸
住
職
の
お
優
し
い
こ
と

ば
に
も
接
し
、
結
局
は
、
昭
和
59
年
の
第
３
回『
白
桜
忌
』の
席

上
、「
晶
子
と
若
き
世
代
」と
題
し
て
の
拙
講
を
呈
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」と
い
う
も
の
を
中
心
と
す
る

意
識
の
も
と
、白
桜
院
鳳
翔
晶
耀
大
姉
の
御
遺
影
を
斜
め
右
に

仰
ぐ
位
置
で
講
じ
た
。千
里
高
卒
業
生
が
多
数
来
聴
し
て
く
れ

て
い
た
。平
成
に
入
っ
て
の
、
第
16
回『
白
桜
忌
』へ
の
出
講
に

つ
い
て
は
、後
述
の
機
会
を
待
ち
た
い
。

「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
与
謝
野
晶
子
」に
つ
い
て

堺
市　

松
永　

直
子

与
謝
野
晶
子
の
活
躍
ぶ
り
を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の

視
点
か
ら
洞
察
し
て
い
ま

す
。晶
子
の
姿
が
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
語
ら
れ
、
知
ら

れ
ざ
る
一
面
も
窺
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。著
者
は
元
新
聞

記
者
で
歌
人
の
松
村
由
利
子

さ
ん
。会
員
必
読
の
書
で
す
。

文
学
踏
査　

令
和
4
年
10
月
21
日（
金
）

鉄
幹
の
知
ら
れ
ざ
る
少
年
時
代
を
辿
る
〜
堺
・
大
和
川
・
遠
里
小
野
〜

萩
原
久
実
子

行
程

南
海
高
野
線
我
孫
子
前（
集
合・出
発
）⬇
安
養
寺
参
拝
⬇
松
岸
寺
参
拝
⬇

安
立
商
店
街・嶋
屋
喜
兵
衛
商
店（
昼
食
）⬇
祐
貞
寺
参
拝
⬇
河
井
酔
茗
生

家
跡
地・水
野
鍛
錬
所
⬇
覚
応
寺
参
拝
⬇
さ
か
い
利
晶
の
杜（
解
散
）

昨
年
の
与
謝
野
鉄
幹
が
少
年
時
代
の
三
年
間
を
す
ご
し
た
青
春
の

日
々
を
辿
る
ツ
ア
ー
が
好
評
で
あ
っ
た
た
め
、
今
年
は
昨
年
の
反
省
点

な
ど
も
踏
ま
え
、よ
り
充
実
し
た
内
容
に
改
善
し
て
の
開
催
と
な
っ
た
。

寛
（
鉄
幹
）
が
養
子
に
入
っ
た
遠
里
小
野
の
安
養
寺
、
こ
の
安
養
寺
に

寛
を
斡
旋
し
た
恵
晃
師
が
住
職
を
務
め
て
い
た
粉
浜
の
松
岸
寺
、
寛
が

学
習
の
た
め
に
通
っ
た
祐
貞
寺
、
寛
の
生
涯
の
親
友
と
な
っ
た
河
野
鉄

南
と
と
も
に
学
ん
だ
覚
応
寺
を
中
心
に
巡
っ
た
。普
段
は
非
公
開
の
お

寺
を
特
別
に
拝
観
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
祐
貞
寺
で
は
住
職
さ
ん
に
よ
る

寛
に
関
す
る
貴
重
な
講
話
を
拝
聴
で
き
た
。ま
た
、
こ
ち
ら
に
伝
わ
る
鉄

幹
の
兄
・
赤
松
照
瞳
の
舅
に
あ
た
る
赤
松
連
城
自
筆
の
書
な
ど
も
特
別

に
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
。こ
れ
ら
寛
ゆ
か
り
の
お
寺
を
実
際
に
徒
歩
と

電
車
で
巡
る
こ
と
で
、
距
離
感
や
風
景
な
ど
寛
が
体
感
し
た
で
あ
ろ
う

記
憶
を
追
体
験
で
き
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

昼
食
に
は
安
立
の
町
家
レ
ス
ト
ラ
ン
で
美
味
し
い
イ
タ
リ
ア
ン
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
参
加
者
同
士
で
の
交
流
を
楽
し
ん
だ
。阪
堺
電
車
で
大

和
川
を
渡
り
、
鉄
幹
と
晶
子
の
縁
を
つ
な
い
だ
河
井
酔
茗
生
家
跡
を

通
っ
て
、晶
子
歌
碑
の
あ
る
水
野
鍛
錬
所
を
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

最
後
は
さ
か
い
利
晶
の
杜
で
学
芸
員
の

方
に
よ
る
晶
子
の
少
女
時
代
の
お
話
を

伺
っ
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
も
概
ね
好
評
で
、「
地

元
な
の
に
知
ら
な
か
っ
た
」「
鉄
幹
が
身
近
に

感
じ
ら
れ
た
」
な
ど
の
嬉
し
い
お
声
を
い
た

だ
い
て
、
企
画
者
（
企
画
・
普
及
部
会
員
）
と

し
て
も
満
足
で
き
た
ツ
ア
ー
と
な
っ
た
。

晶
子
入
門
講
座　
　
　
　
　

会
場
・
さ
か
い
利
晶
の
杜

当
倶
楽
部
の
運
営
委
員
で
も
あ
る
３
人
の
講
師
に
よ
る
「
晶
子
入

門
講
座（
全
３
回
）」。晶
子
の
作
品
や
、
そ
の
生
き
方
を
学
び
新
た
な

晶
子
の
魅
力
に
触
れ
る
講
座
で
す
。

■
第
１
回
晶
子
入
門
講
座　
講
師
：
田
口
道
昭　
日
時
：
令
和
４
年
９
月
17
日（
土
）

テ
ー
マ
：『
恋
衣
』を
読
む

■
第
２
回
晶
子
入
門
講
座
講
師
：
檀
原
み
す
ず　
日
時
：
令
和
４
年
10
月
30
日（
日
）

テ
ー
マ
：『
明
星
』を
輝
か
せ
た
与
謝
野
鉄
幹
・
晶
子
〜
メ
ン
タ
ー
と
し
て
の
森
鷗

外
〜

■
第
3
回
晶
子
入
門
講
座　
講
師
：
勺
禰
子　
日
時
：
令
和
4
年
11
月
20
日（
日
）

テ
ー
マ
：
今
こ
そ
読
み
た
い
晶
子
の
評
論
〜
戦
争
・
出
産
・
感
染
症
〜

講
座『
恋
衣
』を
読
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
本

博
寛

合
同
歌
集
に
つ
い
て
各
人
の
短
歌
を
選
出
し
、
解
説
を
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。与
謝
野
晶
子
の
熟
達
と
幅
広
い
詠
み
、
山
川
登
美
子
の
女
性
感

満
杯
、
増
田
雅
子
の
情
緒
と
私
は
感
じ
ま
し
た
。更
に
古
代
か
ら
の
歌

と
比
較
、
歴
史
的
な
関
連
な
ど
広
い
視
界
へ
の
案
内
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

晶
子
入
門
講
座
へ
参
加
し
て
の
感
想　
　

竹
本

俊
一（
全
3
回
参
加
者
）

初
心
者
の
私
に
と
っ
て
、
示
唆
に
富
む
3
回
の
講
座
で
し
た
。「
恋

衣
」で
若
き
日
の
晶
子
の
感
性
を
味
わ
い
又
機
関
紙「
明
星
」の
文
学
史

的
な
意
義
、
更
に
晶
子
の
社
会
評
論
も
教
授
頂
き
、
晶
子
の
人
と
な
り

又
現
在
に
通
ず
る
晶
子
を
実
感
で
き
る
講
座
で
し
た
。

短
歌
を
楽
し
む
セ
ミ
ナ
ー　

会
場
・
さ
か
い
利
晶
の
杜

実
際
に
短
歌
作
り
を
し
な
が
ら
、
楽
し
く
短
歌
の
世
界
を
学
ぶ
、
小

西
美
根
子
講
師
に
よ
る
全
4
回（
9
〜
12
月
）連
続
講
座
で
す
。

堀
畑　

孝
子

私
の
母
は
50
代
か
ら「
家
族
史
」作
り
に
と
短
歌
を
始
め
ま
し
た
。小

さ
な
幸
せ
を
見
逃
さ
ず
力
強
く
生
き
る
母
の
視
線
が
短
い
文
章
か
ら

あ
ら
わ
れ
る
の
が
不
思
議
で
し
た
。

私
も
50
代
に
な
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
短
歌
を
楽
し
む
セ
ミ
ナ
ー

に
応
募
し
ま
し
た
。小
西
美
根
子
先
生
の
講
義
を
受
け
実
際
に
短
歌

を
作
り
ま
す
。受
講
生
作
の
短
歌
の
鑑
賞
は
和
気
藹
々
と
楽
し
い
ひ

と
時
で
す
。又
先
生
が
推
敲
し
て
く
だ
さ
る
と
短
歌
の
良
さ
が
よ
り

際
立
ち
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。難
し
そ
う
に
思
わ
れ
が
ち
な
短

歌
作
り
で
す
が
、
一
人
一
派
と
励
ま
し
て
く
だ
さ
る
小
西
先
生
に
導

い
て
い
た
だ
き
の
び
の
び
と
短
歌
作
り
を
続
け
て
い
ま
す
。

「
晶
子
の
こ
と
ば

―
自
分
ら
し
く
生
き
る
と
い
う
こ
と
―
」

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
＆
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

令
和
4
年
6
月
12
日（
日
）

女
性
の
生
き
方
を
説
い
た
与
謝
野
晶
子
さ

ん
。そ
の
示
唆
に
富
ん
だ
言
葉
は
、
1
0
0
年

余
り
た
っ
た
今
も
女
性
の
み
な
ら
ず
自
分
ら

し
く
生
き
る
人
々
の
た
め
の
道
標
に
な
り
ま

す
。ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン

を
テ
ー
マ
に
L
G
B
T
Q
当
事
者
や

A
L
L
Y
＊

に
よ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
と

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。シ
ョ
ー
で

は
、
上
田
安
子
服
飾
専
門
学
校
の
学
生
が
制
作

し
た
真
っ
白
な
衣
装
に
、
彼
ら
が
選
ん
だ
晶
子

の
言
葉
が
映
し
出
さ
れ
、
ピ
ア
ノ
演
奏
や
朗
読

も
交
え
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
、
多
く
の

観
客
が
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

企
画
協
力
：
関
西
ア
ラ
イ
モ
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　

M
A
Y
A

J
A
P
A
N

＊
当
事
者
を
認
め
て
い
る
人
た
ち
の
こ
と

企
画
展

「
与
謝
野
晶
子
の
温
泉
紀
行
」

令
和
４
年
11
月
12
日（
土
）〜
令
和
5
年
1
月
15
日（
日
）

与
謝
野

晶
子
は
、
夫

で
あ
る
寛

と
と
も
に
、

多
く
の
旅

を
し
ま
し

た
。そ
の
旅

に
は
、「
温

泉
」
が
伴
う

こ
と
が
多

く
あ
り
ま

し
た
。作
品

執
筆
の
た

め
温
泉
宿

に
長
逗
留

し
た
同
時

代
の
文
豪
た
ち
と
は
異
な
り
、
出
張
旅
の
う

え
、
深
夜
に
及
ぶ
文
筆
活
動
の
前
の
あ
わ
た

だ
し
い
入
浴
で
し
た
が
、
日
常
の
家
事
な
ど

か
ら
解
放
さ
れ
て
疲
れ
を
癒
す
貴
重
な
時

間
で
し
た
。心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

た
晶
子
の
感
性
は
多
く
の
秀
歌
を
生
み
出

し
ま
し
た
。

わ
れ
わ
れ
の
社
会
と
生
活
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
な
大
流
行
で

打
撃
を
受
け
、
そ
の
影
響
は
今
も
続
い
て
い

ま
す
。先
人
た
ち
は
、
温
泉
で
こ
こ
ろ
と
か
ら

だ
の
重
荷
を
降
ろ
し
、
新
た
な
前
進
を
し
て

き
ま
し
た
。

晶
子
が
訪
れ
た
温
泉
を
知
り
、
い
つ
か
訪

れ
る
こ
と
で
、
わ
れ
わ
れ
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
で
背
負
っ
た
重
荷
か
ら
解
き

放
た
れ
る
こ
と
を
願
い
、
本
展
を
企
画
し
ま

し
た
。

一
二
月
四
日
（
日
）
に
は
、
太
田
登
与
謝
野

晶
子
倶
楽
部
会
長
（
天
理
大
学
名
誉
教
授
）
か

ら
、
晶
子
没
後
八
〇
年　
「
夫
寛
と
訪
れ
た

晶
子
の
温
泉
の
旅
と
歌
」
と
題
し
て
記
念
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
企
画
展
は
、

令
和
四
年
度
堺
市
博
物
館
・
与
謝
野
晶
子

倶
楽
部
共
同
調
査
研
究
会
の
成
果
を
反
映

し
て
い
ま
す
。（
矢
内
一
磨
）

参
加
者
の
声

参
加
者
の
声

へ
や

与
謝
野
晶
子
倶
楽
部
事
業
紹
介




